


日本遺産とは？ 

 
〔制度〕 

「日本遺産」は、地域の歴史的魅力や特色を通じて我が国の文化・伝統を語るストーリーを、文化庁

が、「日本遺産（Japan Heritage）」として認定する制度。 

文化庁では、平成２７年度から日本遺産の認定をはじめ、本年度（令和２年度）までに100件程度の認

定を目指しています。 

 

〔目的〕 

点在する地域の有形・無形の文化財を、風土に根ざした世代を超えて受け継がれている伝承、風習な

どを踏まえたストーリーの下にパッケージ化し、「面」として一体的に活用し、地域の活性化を図るもの。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔種類〕 

日本遺産のストーリーには次の２つの種類があります。 

「地域型」………単一の市町村内でストーリーが完結 

「シリアル型」…複数の市町村にまたがってストーリーが展開 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



〔これまでの認定状況〕 

毎年、７５件程度の応募がありますが、平均して、1/4程度の約１７件しか認定されておらず、認定に

は厳しい審査がされているといえます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔都道府県別認定件数〕 

日本遺産は、兵庫県の８件を最多とし、東京都以外の全ての道府県で認定されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔認定トピックス〕 

■最多認定都市 

広島県の尾道市は１つの市で３件の日本遺産が認定されています。 

●「尾道水道が紡いだ中世からの箱庭的都市」（地域型） 

●「“日本最大の海賊”の本拠地：芸予諸島―よみがえる村上海賊“Ｍｕｒａｋａｍｉ ＫＡＩＺＯＫＵ”の記

憶―」（愛媛県今治市と広島県尾道市のシリアル型） 

●「荒波を超えた男たちの夢が紡いだ異空間～北前船既往地・船主集落～」（１道２府１４県の３７市

８町のシリアル型） 

■最多市町による認定遺産 

 「「四国遍路」～回遊型巡礼路と独自の巡礼文化」は、四国４県の３４市２１町２村のシリアル型です。 
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